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１．はじめに
2018年８月13日（ 月） 10： 00～12： 00にフィ
リピンのマニラ市イント ラムロスにある
P h i l i p p i n e B u s i n es s  f or  S oci a l  P r og r es s（ 以
下P B S P ） を訪問、 D i r ect or  f or  O p er a t i on の
E l v i n  I v a n  Y .  U y 氏および I B  C en t er （ インク
ルーシブ・ ビジネスセンター） のD i r ect or で
ある C a r o l i n e G r a ce P ed r a g os a 氏と面談を
行った。訪問の目的は、筆者が行っている









（ １） ソーシャルビジネス（ Social Business）
　 ソーシャルビジネスというビジネスモデル
























な研究者である D eca n a y （ 2013） は、「 貧困者
を主要なステークホルダーとする社会的企業
（ S E P P S :  S oci a l  E n t er p r i s es  w i t h  t h e P oor  a s  
P r i m a r y  S t a k eh ol d er s）」 というモデルを提案
し、事例研究を行っている。
（ ２） インクルーシブ・ ビジネス（ inclusive 
business）
　 世界金融公社（ I n t e r n a t i o n a l  F i n a n c e 
C or por a t i on、以下I F C ） では、インクルーシブ・
ビジネス・ モデルを「 B O P ２層を消費者、生産
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　１　具体的な展開については、 Y u n u s（ 2007） を参照されたい。
　２　 B a s e of  econ om i c P y r a m i d（ 経済ピラミッドの底辺） の略で、貧困者のことを指す。







ル」 とし、「 慈善事業や社会的責任活動（ C S R ）
と一線を画した、企業の本業としてビジネスを
行うモデル」 と定義している（ J en k i n s  et  a l .  
2011、２頁）。
　インクルーシブ・ ビジネスの発想は、 B O P
ビジネス（ P r a h a l a d  &  H a r t  2002） を出発点
としている。
　菅原（ 2011、 35頁） によれば、これらの初期







た。すなわち、「 B O P 市場の中にいかに宝の山
を見つけ出すかという課題から B O P 層と共に
いかに宝の山を創りだすかが新たな挑戦課題」
に発展したとされる（ L on don  &  H ea r t  2011）。
これは、初期のB O P ビジネスを B O P 1 . 0とし
て位置づけると、 B O P 2. 0と定義される。最近
ではさらに、 B O P 3. 0として B O P をエコシス
テム
４
として捉えるモデル（ C añequ e &  H a r t  
　３　バリューチェーンは、 P or t er （ 1985） が提案した概念であり、製品やサービスが流通経路の川上から川下へと流
れていく中で付加価値が追加されていく仕組みを価値システムといい、構成要素が付加価値を創りだす諸活動及び
創りだされた諸々 の付加価値のつながり（ これが最終的な付加価値をもつとき） を価値連鎖ということができる。
インクルーシブ・ビジネスにおいてはB O P 層をこの価値システムの一員（ 構成要素）としてその中で他の関係者（ 構
成要素） と価値を共創するということを意味しているものと考えられる。
　４　 B O P 層を含むビジネス環境を生態系として捉えるシステム。
図表１ B O P ビジネスの変遷
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2015）が提唱されている（ 図表１）。インクルー
シブ・ ビジネスにおける B O P 層の位置づけは
B O P 1 . 0から2. 0さらには3. 0と進展するに従っ
て、より密接にインクルードされるようになっ
てきていることがわかる。





















（ ３） コレクティブ・ インパクト （ collective 
impact）
　 コレクティ ブ・ インパクト は、 K a n i a  &  
K r a m er  （ 2011） が提唱した概念で、「 複数の異
なるセクターから集められた重要なアクター５
のグループが、特定の社会問題を解決するため






含む（ p . 38）」 ものとされる。コレクティブ・
インパクトの要件として、つぎの５つがあげら
れる（ K a n i a  &  K r a m er  2013）。
























P B S P は、フィリピン最大のビジネス主導の
５ 政府（ 国、地方自治体）、企業、第三セクター、 N G O、 N P O、民衆組織、個人（ 社会的弱者、貧困者等を含む）
その他、利害関係者集団を含む。
６　原文では、“ s h a r ed m ea s u r em en t ” となっており、直訳すれば「 共有された測定」 となるが、内容として測定と
管理となっているので、ここでは「 共有された統制」 とした。
７ 面談時のブリーフィングと配布された2017年度のアニュアルレポートによる。
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N G O であり、戦略的な企業市民の先陣を切り、
ビジネスセクターでのリーダーシップを握り、
社会の持続的発展と貧困削減に貢献している。




て1970年12月に設立された。 P B S P は、ベネズ
エラの企業の社会的活動に関する「 地域社会の
ためのボランティ ア活動の配当（ D i v i den d o 




P B S P は、大規模で複雑かつ体系的な問題を
解決するために、「 コレクティブ・ インパクト
戦略」 を採用することによって規模の拡大を
図っている。すなわち、 P B S P はイニシアチブ
の整合性と持続可能性を確保するために、コレ
クティブ・ エンゲージメントのためのプラット
ホーム（ P l a C E s :  P l a t f o r m  f o r  C o l l e c t i v e 
E n g a g em en t） を組織している。
P B S P は、企業の社会的責任（ C S R ） の風景
が変わるのに応えて、 P B S P の企業市民のブラ
ンドを企業の中核能力に据え、インクルーシブ・
ビジネスを一つの戦略として推進している。
P B S P はまた、社会的投資、責任あるビジネス
プラクティス、及びフィランソロピーを通じて





P B S P は、プロジェクトと助成金の管理、イ
ベントと裏方の管理（ ba ck r oom  m a n a g em en t）
を含むコンサルティングを展開するうえでの端
から端までのサービス（ en d-t o-en d  s er v i ce）
を提供してきた実績がある。
（ ２） 現況
P B S P は、マニラ市イントラムロスに本部を
置く N G O で あ る。 議長は、M a n u el  V .  







　総資産はP h p ８  1, 410 , 802 , 640（ 2017年９月末
現在） で、これは約30億3, 900万円（ １ペソ＝
2 . 15430円換算） となる。 流動資産は、 P h p  
989, 836, 969、約21億3, 240万円、非流動資産は
P h p  420, 965, 671、約９億689万円、となる。他方、
流動負債は、P h p  119, 623 , 921、約２億5, 771万円、
非流動負債はP h p  824 , 444, 129、約17億7, 610万
円、ファンドバランスはP h p  466 , 734, 590、約
10億548万円、となっている。
　収入は会員の寄附、補助金、投資収益、小規
模企業の収益等から成っており、合計で P h p  
2 , 829 , 449 , 981、 約60億9, 500万円、税引前の収
支はP h p  28 , 337, 735、約6, 100万円、包括損失
はP h p  23 , 340, 523、約５千万円となっている。
（ ３） ビジョンとミッション、コミットメント
の表明
P B S P のビジョンは、「 ビジネスセクターの
努力によってフィリピンの貧困を減らすことを
主導すること」 となっており、これを実現する





　８　 P h i l i pp i n e P es o（ フィリピン・ ペソ）
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る。 S D G 3でも「 あらゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し、福祉を推進する」 こ













P B S P では、 母性保護キャ ラバン（ S a f e 













る可能性が高い。 P B S P では、保健省（ D oH :  
D ep a r t m en t  o f  H ea l t h） のナショナル結核コ
ントロールプログラム（ N a t i on a l  T B  C on t r o l  




















P B S P では、会員企業、パートナー及び寄附
者に対してフィリピンの教育の質の向上に共同
で支援するために結集することを呼びかけてき
た。 P B S P の教育プログラムは、学習者の成績
向上と小学校及び高校における修了者の割合































　・ 18 , 955人（ ルソン地区3, 185人、ビサヤ地
区14, 486人、 ミ ンダナオ地区1, 284人） に
安全な飲料水を供給
　・ 60 h a（ ルソン地区23 h a、 ビサヤ地区35 
h a） の河川流域を植林
　・ 技術支援（ 54の地方自治体における
D R R M システム９開発、 14の地方自治地
における廃棄物管理プログラム） の実施
④生計プログラム















した戦略は、 P B S P の長期的な目標である国連
のS D G 8（ すべての人のための持続的、包摂的
かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用お
　９　 D i sa s t er  R i s k  R edu ct i on  a n d M a n a g em en t  S y s t em の略で、翻訳すれば「 災害リスク軽減・ 管理システム」 と
なる。
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よびディーセント ・ ワーク―働きがいのある人









　・ 4, 852の零細企業及び小規模企業へP h p  













P B S P は、M S M E s が経済の主要なドライ
バーであり雇用創出機関としての役割を持って
いることを認識しており、開発資金プログラム
を通じて、起業、拡大、再建といったM S M E s
の資金需要に応えてきた。すなわち、P B S P は、
貯蓄銀行、農業銀行、協同組合銀行、 N G O 及
びマイクロファイナンス機関といった認証され
たルートに対するホールセールクレジットを通





増）に対する P h p  45億（ 約96億９千５百万
円） の拠出
　・ 25 , 960  人に対する仕事の提供、 89, 744人の
従業者に対する収入の継続
　・ M I D A S 11プログラムによる台風ヨランダ





















⑦ エンプロイー・ エンゲージメント 12（ 従業員
エンゲージメント）
　毎年、多様な企業の多く の従業員が１日を
P B S P とその会員が支援するコミュニティのた
めに彼らのできることで奉仕を行っている。例
10　 国連開発計画（ U N D P ） 駐日代表事務所（ h t t p : / / w w w . j p. u n dp . or g / con t en t / t ok y o/ j a / h om e/ s u s t a i n a b l e-
dev el opm en t -g oa l s . h t m l）、 2018年12月３日アクセス。
11 M i cr o-E n t er p r i se D i s a s t er  A s s i s t a n ce F u n d f or  R es i l i en cy （ 零細企業災害復興支援基金）
12　エンプロイー・ エンゲージメントは、人的資源管理の分野で注目されているマネジメント概念で、「 組織に貢献
しようという従業員の自発的な姿勢・ 行動」 と定義されている（ 橋場2013、 255頁）。
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えば、学校の開校に向けた教室や椅子の塗装、
植樹、 または数ペソの寄附による G i f t  of  




















　・ 学校への貢献2, 494件（ ルソン地区2, 299件、
ビサヤ地区195件）
　・ 植樹1, 578件（ ルソン地区568件、ビサヤ地
区1, 010件）
　・ 読書会83回





2016年～2017年のP B S P の業績のレビュー













P B S P は、組織の業績を定義し、測定し、管
理するための公平で適切な業績管理システムを
構築した。業績評価はバランスト ・ スコアカー
ド（ B a l a n ced  S cor eca r d） の枠組みを規程され
たツールとし、それに基づき、 P B S P 全体、事


















・ 指標４： 組織の能力（ or ga n izat ion a l  ca paci t y ）
　ブランドの評判を（ br a n d  r epu t a t i on） を強
13 M a r a w i はフィリピン・ミンダナオ島の西部南ラナオ州の州都であるが、ここでの紛争の結果、影響を受けた人々
の支援活動。
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P B S P はフィリピンでも最古参の、そして最














　筆者が、現地の有力なN G O（ 例えば、G a w a d 
K a l in g a 14、 P R R M 15、C A R D 16、 P B S P ） やN G O
の認証機関（ P C N C 17） 及び研究機関（ A t en eo 
d e M a n i l a  U n i v er s i t y 、 U n i v e r s i t y  o f  S a n  
C a r l os、 U n iv er s i t y  of  t h e E a s t） の関係者と議








考えると、 P B S P のみならず多くのN G O、そし





　この訪問はA t en eo d e M a n i l a  U n i v er s i t y の
社会科学院経済学部のP h i l i p  A r n ol d  T u a n o
教授にアレンジしていただきました。いつもの
ことながら同教授の尽力には深謝したいと思い
ます。また、 P B S P に関する情報を最初に提供
し ていただいた U n i v er s i t y  of  t h e E a s t の
E l o i d a  C .  D a g u m b oy 教 授 並 び に L a y t e 
N or m a l  U n i v er s i t y の方々にも謝意を述べた
いと思います。
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